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Fungal diseases of imported trees in the Tokyo Metropolitan Agriculture and Forestry Research Center were 

investigated from 2010 to 2015. Among 212 species plants in 115 genera belonging to 55 families, 139 had 

serious damage caused by 34 fungal genera. Especially powdery mildew, anthracnose and Cercospora diseases 

were significantly observed, and some of them were herein reported for the first time.  
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１．諸言 

近年、我が国では緑化樹木に対するニーズの多様化に

より、海外からの導入樹木の生産および植栽が増加して

いる。しかし、これらの導入樹木は国内での栽培事例が少

ないため、病害の発生実態については知見が乏しい。 

そこで、本研究を東京都農林総合研究センター内の導

入樹木展示園（以下、導入樹木展示園）において樹木類の

病害相と病原菌を調査、記録し、今後の病害管理に役立て

るための基礎知見を集積することを目的として、実施し

た。 

 

２．方法 

2013 年 4 月～2015 年 12 月の期間に、月 1～2 回の野外

調査を実施し、樹種ごとに病害の発生有無および発病程

度を記録、病徴の観察を行った。採集した罹病植物は光学

顕微鏡を用いて形態観察を行い、その結果を既知文献等

と比較することで、病名や病原菌の分類学的所属の検討

を行った。さらに、本邦未記録の病害については病原菌の

分離を行い、接種試験による病原性の確認、温度別菌叢生

育試験、遺伝子解析試験等を実施、詳細な種の検討を行っ

た。 

 

３．結果および考察 

（１）導入樹木展示園における菌類病の発生実態 

導入樹木展示園おいて採集した全サンプル数は 1091サ

ンプルであり、調査樹種数は 55 科 115 属 212 樹種であっ

た。このうち、46 科 79 属 139 樹種の樹木類に菌類病の発

生を確認、検出属菌は 34 属に及んだ。特に多く発生が確

認できた病害はうどんこ病、炭疽病、サーコスポラ病の順

であった。これらの病害は非常に発生数が多く、また本邦

未記録のものも多数確認されたことから、新樹種におけ

る最重要病害に位置づけられる（表 1）。 

 

表 1 導入樹木展示園に発生した病害の発生樹種数 

 

 

（２）うどんこ病の新宿主とその病原菌 

導入樹木展示園においてうどんこ病の発生を確認した

樹種は 22 科 34 属 58 樹種であり、そのうち 8 科 12 属 17

樹種が本邦未記録の宿主であった。確認できたうどんこ

病はいずれも葉に発生し、景観を著しく損ねた。以下、本

邦未記録のうどんこ病菌の同定結果を示す。 

（公表した種類） 

ザイフリボク類うどんこ病（Fibroidium sp.）1) 

セイヨウシデうどんこ病（Erysiphe (Uncinula)）sp. 1) 

オウシュウナラうどんこ病（Erysiphe epigena）2) 

リキュウバイうどんこ病（Pseudoidium sp.）2) 

1)日本菌学会 第 58 回大会（2014 年 6 月）発表 

2)樹木医学会 第 19 回大会（2014 年 11 月）発表 



（同定例）リキュウバイに発生したうどんこ病 

本病は 2013 年 7 月に発生を初確認した。初め葉の表面

に白色の菌叢が薄く生じ、9 月以降に拡大、葉が船形に変

形した。分生子はフィブロシン体を欠き、単生、無色、単

胞、楕円形～円柱状で大きさ 22.5～35×10～15μm であっ

た。分生子柄は 2～3 個の隔壁を有し、基部はねじれ、大

きさ 30～52.5×5～10μmであった。発芽管は単純な拳状で

Polygoni 型であり、菌糸上の付着器は単純な拳状か時に乳

頭突起状、Foot-cell は大きさ 7.5～22.5×5～7.5μm であっ

た（図 1）。これらの特徴を、リキュウバイが所属するバ

ラ科植物に記載のある 8 種うどんこ病菌と比較・検討し

た結果、Foot-cell の大きさの点でいずれの菌種とも一致し

なかった（表 2）。また、本樹種上に既報（丹田，1997）

の Oidium sp. とも本菌の分生子および Foot-cell が小さい

点で異なった。以上より、本菌は Pseudoidium 属菌に所属

すると考えられるが、今後、新種の可能性も含めてさらに

検討が必要である。 

 

表 2 リキュウバイ菌の形態的特徴 

 

 

図 1 リキュウバイうどんこ病の症状および病原菌の 

形態的特徴：①変形した葉 ②葉表面の菌体  

③葉表面上の分生子および分生子柄 ④分生子 ⑤付着

器 ⑥発芽管 ⑦分生子柄 

 

（３）炭疽病の新宿主とその病原菌 

導入樹木展示園において炭疽病の発生を確認した樹種

は 20 科 23 属 29 樹種であり、14 科 16 属 21 樹種が本邦

未記録の宿主であった。確認できた炭疽病は葉や枝、果実

に発生し景観を著しく損ねる他、多犯性のため様々な樹

種が宿主となり得る可能性が有る。以下、病名を付して公

表した本邦未記録炭疽病と病原菌の同定結果の例を示す。 

（公表した種類） 

グミ類交配種（マルバグミ×ナワシログミ） 

‘ギルトエッジ’炭疽病（Colletotrichum siamense）1) 

チタルパ‘ピンクドーン’炭疽病（C. fioriniae）2) 

アロニア類炭疽病（C.fioriniae，C.siamense）2) 

1)日本植物病理学会関東部会（2015 年 9 月）発表 

2)樹木医学会 第 20 回大会（2015 年 10 月）発表 

 

（同定例）チタルパ‘ピンクドーン’に発生した炭疽病 

本病は 2013 年 10 月に発生を初確認した。初め、葉の

両面に褐色、不整形の斑点を生じ、のちに葉枯れに至った。

病斑上には褐色～黒色の分生子層が多数観察された。病

原性を確認するために、罹病葉から分離した分離菌株を

用いて分生子懸濁液を作製し、分離源植物への噴霧接種

試験を行った。なお、供試植物には無傷区、有傷区、焼傷

区を設けた。この試験において、接種区では全ての区で葉

が褐変、枯死し、原病徴の再現に至ったことから、分離菌

株の病原性が認められた。以下にその分離菌の形態的特

徴を記す。分生子層は表皮下に形成され、暗褐色～暗灰色、

皿状～レンズ状、剛毛を有し、大きさ 63.9～110.5×34.4～

72.2 であった。分生子は無色、単胞、紡錘形～円筒形で両

端が細まり、大きさは 13.1～18×3.5～7.4μm、菌糸上の付

着器は茶褐色～暗褐色、棍棒状～時に不規則形で、大きさ

4.5～9.5×3～6.8μmであった（図 2）。PDA 上での菌叢生

育可能温度は 10～35℃、生育最適温度は 25℃であった（図

3）。さらに、rDNA-ITS、β-tubulin、Actin の塩基配列を用

い、最尤法により系統樹を作製したところ、分離菌は

Colletotrichum  acutatum 種複合体の C. fioriniae のクレー

ドに所属した（図 4）。形態的特徴においても Damm et al. 

(2012)の C. fioriniae の記載とほぼ一致したことから（表

3）、分離菌を Colletotrichum fioriniae (Marcelino & Gouli) 

R.G. Shivas & Y.P.Tan と同定、病名を炭疽病（Anthracnose）

と提案した。 

 

表 3 チタルパ分離菌の形態的特徴 

 



 

図 2 チタルパの症状および分離菌の形態的特徴： 

①罹病株 ②罹病葉 ③病斑上の分生子層  

④分生子層（断面） ⑤剛毛 ⑥分生子 ⑦付着器 

 

 

図 3 チタルパ分離菌の菌叢生育温度 

 

 

図 4 チタルパ分離菌とその近縁種の系統樹 

 

（同定例２）アロニア類に発生した炭疽病 

本病は 2012 年 9 月、2 種アロニア類（Aronia arbutifolia、

Aronia × prunifolia）にそれぞれ発生を初確認した。初め、

葉の両面および果実に暗褐色～黒色、円形～不整形の斑

点を生じた。症状が進むと病徴は拡大し、早期落葉、落果

に至った。病斑上には褐色～黒色の分生子層が多数観察

された。病原性を確認するために、両罹病葉から分離した

それぞれの分離菌株を用いて分離源植物への噴霧接種試

験を行ったところ、有傷区および無傷区で葉が褐変、枯死

し、原病徴の再現に至った。以上より、分離菌株の病原性

が認められた。両分離菌の分生子層は表皮下に形成され、

暗褐色～暗灰色、皿状～レンズ状、剛毛を有していた。A. 

arbutifolia 分離菌株の分生子は無色，単胞，紡錘形で両端

が細まり，大きさ 13～17.4×3.8～6.2μm，菌糸上の付着器

は茶褐色～暗褐色，棍棒状～時に不規則形で，大きさ 7.2

～11.4×4.6～8.4μmであった。Aronia × prunifolia 分離菌株

の分生子は無色，単胞，円筒形で両端は丸みを帯び，大き

さ 13.8～19.7×3.9～6.3μm，菌糸上の付着器は茶褐色～暗

褐色，棍棒状～時に不規則形で，大きさ 7.3～11.7×4.7～

8.9μm であった（図 5、6）。これら分離菌の rDNA-ITS、

β-tubulin、Actin の塩基配列を用いた系統解析の結果、A. 

arbutifolia 分離菌株は C. fioriniae，Aronia × prunifolia 分離

菌株は C. siamenseのクレードにそれぞれ所属した（図 7、

8）。形態的特徴においても Damm et al. (2012) の C. 

fioriniae の記載および Prihastuti et al. (2009) の C. siamense

の記載とほぼ一致したことから（表 4）、A. arbutifolia 分

離菌株は Colletotrichum fioriniae (Marcelino & Gouli) R.G. 

Shivas & Y.P.Tan ， Aronia × prunifolia 分 離 菌 株 は

Colletotrichum siamense Prihast., L. Cai & K.D. Hyde と同定、

病名を炭疽病（Anthracnose）と提案した。 

 

表 4 アロニア類分離菌の形態的特徴 

 

 

図 5 A. arbutifolia の症状および分離菌の形態的特徴： 

①罹病葉 ②罹病果実 ③病斑上の分生子層  

④分生子層（断面） ⑤剛毛 ⑥分生子 ⑦付着器 

 



 

図 6 Aronia × prunifolia の症状および分離菌の形態的 

特徴：①罹病葉 ②罹病果実 ③病斑上の分生子層  

④分生子層（断面） ⑤剛毛 ⑥分生子 ⑦付着器 

 

 

図 7 A. arbutifolia 分離菌とその近縁種の系統樹 

 

 

図 8 Aronia × prunifolia 分離菌とその近縁種の系統樹 

 

 

 

 

 

４．本研究における総合考察 

導入樹木展示園における植物病害は菌類病によるもの

がほとんどであり、本邦未記録のうどんこ病、炭疽病の発

生が非常に多く確認できた。以上より、導入樹種および新

品種において菌類病は大きな被害をもたらし、さらに未

記録のうどんこ病および炭疽病は今後も発生増加が懸念

される。よって、うどんこ病と炭疽病を新樹種における最

重要病害の一つと位置づけ、今後も菌種の同定および宿

主範囲の検討等を継続していくと共に、集積した基礎知

見を導入樹種に対する病害管理技術に役立てたい。 
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